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テ
レ
ビ
松
本
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン・佐
藤
浩
市
会
長
が
講
演

闘
病
生
活
や
影
響
を
受
け
た
政
治
家
を
語
る

　

本
学
教
職
員
の
教
育
の
質
向
上
を
目
的
と
し
た
Ｓ
Ｄ
（
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
研
修
会
が
９
月
５
日
（
月
）
本
館
６
階
６
０
１
教
室
に
、
講

師
に
テ
レ
ビ
松
本
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
（
松
本
市
）
の
佐
藤
浩
市
代
表
取
締
役

会
長
を
迎
え
行
わ
れ
た
。
佐
藤
会
長
は
「
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
に
―
混
沌
と
し
た

現
代
へ
の
提
言
―
」
の
演
題
で
半
生
を
語
り
、
講
演
翌
日
以
降
、
録
画
配
信
の

聴
講
を
含
め
全
教
職
員
が
受
講
し
た
。

　

佐
藤
会
長
は
、
ご
自
身
の
凄
ま
じ
い
闘
病

生
活
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
２
０
１
７
年
に

食
道
が
ん
が
見
つ
か
り
、
11
時
間
以
上
の
手

術
を
終
え
た
後
、
主
治
医
か
ら
「
１
日
６
回

歯
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

を
明
か
し
た
。
闘
病
の
中
で
、「
口
腔
内
を

清
潔
に
保
つ
こ
と
こ
そ
、
が
ん
の
予
防
や
悪

化
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
ん
だ
」と
し
、

本
年
６
月
に
政
府
が
導
入
検
討
を
発
表
し
た

「
国
民
皆
歯
科
健
診
制
度
」
の
重
要
性
を
説

き
、
本
学
の
果
た
す
役
割
に
も
大
い
に
期
待

を
寄
せ
た
。

　

佐
藤
会
長
は
そ
の
後
さ
ら
に
、
悪
性
黒
色

腫
を
発
症
し
た
が
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理

学
賞
を
受
賞
し
た
本
庶 

佑
教
授
が
発
見
し

た
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
経
路
の
阻
害
剤

（
オ
プ
ジ
ー
ボ
®
）
の
毎
月
の
点
滴
静
注
投

与
と
陽
子
線
治
療
（
高
額
自
由
診
療
）
が
奏

功
。
そ
の
結
果
、
佐
藤
会
長
の
症
例
は
学
会

発
表
で
も
注
目
さ
れ
る
治
療
成
功
例
と
な
っ

た
。が
ん
の
闘
病
と
い
う「
逆
境
」を
も
と
に
、

現
在
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
用
い
た
遠
隔
診
療

の
実
現
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。
本
学
も

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
佐
藤
会
長
は
「
２
人
の
政
治
家
か

ら
青
春
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
人
生
の
２
人
の
師
匠
に
つ
い
て
お
話

を
さ
れ
た
。
政
治
家
を
志
し
て
、
松
本
か
ら

上
京
し
早
稲
田
大
学
に
進
み
、
卒
業
後
は
田

中
角
栄
元
首
相
や
深
谷
隆
司
元
通
商
産
業
大

臣
ら
政
界
の
要
人
の
書
生
を
経
験
、
帰
郷
し

て
29
歳
で
有
線
テ
レ
ビ
会
社
の
設
立
発
起
人

代
表
に
な
り
、
夢
や
期
待
を
も
て
る
会
社
経

営
を
目
指
し
て
走
り
続
け
て
き
た
半
生
を
語

り
、
多
く
の
教
職
員
に
感
銘
を
与
え
た
。

　

佐
藤
会
長
は
、
数
多
く
の
政
治
家
や
後
の

首
相
も
輩
出
し
た
早
稲
田
大
学

雄
弁
会
の
出
身
で
、
田
中
角
栄

元
首
相
が
現
役
政
治
家
と
し
て

最
も
活
躍
し
て
い
た
時
期
に
、

選
挙
運
動
の
「
前
座
弁
士
」
を

務
め
た
経
験
を
持
つ
。「
義
理

を
大
切
に
し
、
人
情
を
持
っ
て

日
本
の
将
来
を
ど
う
す
る
べ
き

か
を
考
え
て
い
た
」
な
ど
と
田

中
元
首
相
の
横
顔
を
紹
介
し
た

上
で
、
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
、

▽
相
手
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と

▽
人
生
の
中
で
義
を
忘
れ
な
い

こ
と
▽
死
に
対
し
て
最
大
の
尊

厳
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
▽
結
果

が
思
い
通
り
に
な
ら
な
く
て
も
相
手

に
礼
状
を
出
す
こ
と
、
の
４
つ
を
挙

げ
た
。

　

さ
ら
に
、
後
に
数
多
く
の
要
職
を

歴
任
し
た
深
谷
隆
司
元
大
臣
が
最
も

不
遇
だ
っ
た
時
代
に
傍
ら
で
過
ご
し

た
経
験
か
ら
、
の
ち
に
社
訓
に
も
掲

げ
た
自
身
の
人
生
訓
「
至
誠
通
天
」

を
得
た
と
し
、「
誠
を
も
っ
て
努
力

を
し
て
い
れ
ば
必
ず
天
に
通
じ
る
」

と
話
し
た
。

信
州
大
学
医
学
部
・
伊
藤
研
一
教
授
が

多
様
化
す
る
乳
が
ん
治
療
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演

日
本
歯
科
放
射
線
学
会
合
同
地
方
会

　

歯
科
放
射
線
学
講
座
の
田
口 

明

教
授
が
大
会
長
を
務
め
、
日
本
歯

科
放
射
線
学
会 

第
２
３
４
回
関
東

地
方
会
・
第
41
回
北
日
本
地
方
会 

第
29
回
合
同
地
方
会
が
８
月
27
日

（
土
）、
松
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
会
場
とZoom

配
信
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
行
わ
れ
た
。　

 

　

特
別
対
談
で
は
、
田
口
大
会
長
と

朝
日
大
学
歯
学
部
口
腔
病
態
医
療
学

講
座
の
勝
又
明
敏
教
授
が
登
壇
し
、

「
骨
粗そ

し
ょ
う鬆

症
が
口
腔
に
与
え
る
影
響

―
新
た
な
る
画
像
診
断
研
究
へ
」
と

題
し
て
リ
レ
ー
形
式
で
講
演
し
た
。

田
口
大
会
長
は
、
骨
粗
鬆
症
が
歯
周

病
の
増
悪
と
歯
の
喪
失
リ
ス
ク
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
や
、
歯
周
病
に
よ
る

骨
粗
鬆
症
リ
ス
ク
の
増
加
と
骨
粗
鬆

症
治
療
薬
の
効
果
抑
制
な
ど
、
骨
粗

鬆
症
が
口
腔
に
与
え
る
影
響
が
数
多

く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

疫
学
上
で
の
検
証
で
あ
り
、
実
際
に

歯
槽
骨
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い

る
か
は
検
証
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
、
と
課
題
を
提
起
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
勝
又
教
授
は
、
近

年
、
輝
尽
性
蛍
光
体
プ
レ
ー
ト
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
口
内
法
Ｘ
線
画
像
か
ら

歯
槽
骨
密
度
を
計
測
す
るDental 

SCOPE

シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
。
日
本
歯
科
医
学
会
連

合
で
は
、本
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た「
口

内
法
デ
ン
タ
ル
Ｘ
線
画
像
に
よ
る
顎

骨
の
骨
密
度
計
測
の
臨
床
応
用
に
関

す
る
研
究
課
題
」
を
募
集
し
研
究
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、

多
く
の
応
募
を
呼
び
か
け
た
。

　

特
別
講
演
は
、
信
州
大
学
医
学
部

外
科
学
教
室
乳
腺
内
分
泌
学
分
野
の

伊
藤
研
一
教
授
が
「
乳
が
ん
―
増
加

し
て
い
る
罹
患
者
数
と
多
様
化
し
て

い
る
治
療
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

２
０
１
８
年
の
調
査
に
よ
る
と
、

女
性
の
が
ん
の
罹
患
者
数
は
乳
が
ん

が
５
分
の
１
を
占
め
る
。
40
～
50
代

女
性
の
悪
性
腫
瘍
に
よ
る
死
亡
で
は

乳
が
ん
が
最
も
多
く
、
伊
藤
教
授
は

が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
少
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
乳
が
ん
対
策
が
課
題

で
あ
る
と
訴
え
た
。
一
方
、
近
年
は

分
子
標
的
薬
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
阻
害
薬
も
導
入
さ
れ
て
治
療
が

多
様
化
し
、「
乳
が
ん
治
療
は
局
所

治
療
（
手
術
・
放
射
線
照
射
）
か
ら

全
身
的
薬
物
療
法
を
重
視
す
る
方
向

に
進
ん
で
い
る
」
と
説
明
。
早
期
の

乳
が
ん
で
あ
れ
ば
、
そ
の
10
年
生
存

率
は
90
％
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
早
期
発
見
の
重
要
性
を
啓
発
し
、

検
診
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
、
歯
科
を
含
む
他
領
域
と
の
連
携

も
重
要
に
な
っ
て
く
る
」と
結
ん
だ
。

全日本歯科学生交流剣道大会

本学剣道部が運営協力し
塩尻市ユメックスアリーナで開催

　

８
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

の
２
日
間
、
塩
尻
市
に
新
し
く
建
設

さ
れ
た
ユ
メ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
（
塩

尻
市
総
合
体
育
館
）
に
お
い
て
全
日

本
歯
科
学
生
交
流
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
東
京
歯
科
大

学
剣
道
部
が
中
心
と
な
り
全
国
の
歯

科
大
学
剣
道
部
に
参
加
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
会
場
探
し
に
難
航
し

て
い
た
同
大
剣
道
部
の
木
住
野
凱
太

実
行
委
員
長
か
ら
本
学
の
大
藏
太
郎

先
輩
（
剣
道
部
・
第
６
学
年
）
に
相

談
が
入
り
、
塩
尻
市
で
の
開
催
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
本
学
剣
道
部
が
東
京
歯

科
大
学
剣
道
部
と
交
流
戦
を
始
め

て
50
年
目
と
な
る
節
目
で
も
あ
り
、

我
々
部
員
一
同
も
開
催
に
全
面
的
に

協
力
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
本
学
、

北
海
道
大
学
歯
学
部
、
新
潟
大
学
歯

学
部
、
東
京
歯
科
大
学
、
鶴
見
大
学

歯
学
部
、
広
島
大
学
歯
学
部
、
福
岡

歯
科
大
学
の
７
校
33
名
が
参
加
し
、

全
日
本
歯
科
医
師
剣
道
連
盟
の
先
生

方
６
名
と
本
学
剣
道
部
顧
問
の
金
銅

英
二
先
生
、
都
内
で
衛
生
士
と
し
て

活
躍
の
松
沢
ま
い
先
輩
が
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
塩
尻
市
で
ご

開
業
の
伊
沢
正
行
先
生
（
元
監
督
）、

藤
田
医
科
大
学
歯
科
口
腔
外
科
の
椎

名
哲
郎
先
生
、
本
学
研
修
医
の
田
代

陽
介
先
生
も
お
忙
し
い
中
、
応
援
に

駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
前
日
の
12
日
に
は
本

学
体
育
館
を
会
場
に
合
同
稽
古
会
も

企
画
・
開
催
で
き
、
本
学
、
東
京
歯

科
大
学
、
新
潟
大
学
、
福
岡
歯
科
大

学
の
４
校
が
参
加
し
大
会
に
向
け
士

気
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
戦
や
歯
学
体
な
ど
が
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
感
染
対
策
に

十
分
に
注
意
し
な
が
ら
全
国
か
ら
剣

士
が
集
ま
り
、
共
に
汗
を
流
し
、
大

会
に
運
営
協
力
し
試
合
や
稽
古
に
参

加
で
き
た
こ
と
、
部
員
一
同
に
と
っ

て
思
い
出
深
い
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
松
本
歯
科
大
学
の
皆
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
剣
道
部
主
将　

第
４
学
年　

大
谷
清
春
）

歯科学生交流剣道大会の参加者たち

左から伊藤教授、田口大会長、金田学会理事長

講演するテレビ松本ケーブルビジョンの佐藤代表取締役会長

田中角栄総裁の前座弁士を務めた若かりし頃の佐藤氏（左）

口腔ケアの重要性を提言S D
研修会
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創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩

税
金
が
２
分
の
１
。
魔
法
の
ア
イ
デ
ア
に
脱
帽

内
閣
官
房
参
与　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
常
務
理
事　

特
命
教
授　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲

今
月
号
は
『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
10
月
14
日
号
「
リ
ー
ダ
ー
の
掟 

飯
島 

勲
」
よ
り
、
飯
島
先
生
が
加
熱
式
た
ば
こ
の
自
由
研
究
を

行
っ
た
記
事
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

一日体験入学で参加者から好評
植野裕司研修歯科医が体験談語る

　

高
校
生
や
保
護
者
を
迎
え
、
本
年

度
は
11
月
ま
で
計
10
回
開
催
し
て
い

る
一
日
体
験
入
学
の
中
で
、
大
学
病

院
補
綴
科
の
植
野
裕
司
研
修
歯
科
医

に
よ
る
大
学
紹
介
が
参
加
者
に
好
評

だ
。
入
学
時
の
成
績
は
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後

一
念
発
起
し
て
「
松
本
歯
科
大
学
の

先
生
方
を
信
じ
て
勉
強
し
た
」結
果
、

第
１
１
５
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
で

合
格
を
手
に
し
た
経
験
を
語
り
な
が

ら
、
本
学
の
特
色
や
学
ぶ
楽
し
さ
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
。

　

植
野
研
修
歯
科
医
は
、
全
国
の
歯

学
部
６
年
生
が
受
験
す
る
予
備
校
の

模
擬
試
験
を
分
析
し
た
結
果
な
ど
を

基
に
、
今
年
実
施
さ
れ
た
国
家
試
験

で
は
、
自
身
を
含
め
本
学
の
何
人
も

の
学
生
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
成

績
を
収
め
て
い
た
こ
と
を
説
明
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
本
学
独
自
の
教

育
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
し
、
▽
工
夫

さ
れ
た
講
義
▽
講
義
終
了
直
後
の
質

問
対
応
▽
先
生
た
ち
が
質
問
を
待
ち

構
え
て
く
れ
る「
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
」

▽
知
識
の
定
着
を
確
認
で
き
る
「
ウ

イ
ー
ク
リ
ー
テ
ス
ト
」
▽
成
績
低
迷

気
味
の
学
生
へ
の
手
厚
い
対
応
▽
デ

イ
リ
ー
テ
ス
ト
の
実
施
、
な
ど
を
例

に
挙
げ
た
。

　

植
野
研
修
歯
科
医
は
「
先
生
方
を

信
じ
て
勉
強
し
た
ら
３
年
生
あ
た
り

か
ら
爆
発
的
に
成
績
が
伸
び
始
め

た
」
と
経
験
を
率
直
に
語
り
、
学
生

同
士
も
互
い
に
高
め
合
お
う
と
立
ち

上
げ
た
勉
強
会
「
さ
つ
き
塾
」
の
取

り
組
み
も
紹
介
し
な
が
ら
、「
松
本

歯
科
大
学
は
無
限
の
可
能
性
を
開
花

さ
せ
る
学
校
で
す
。
入
学
式
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

７
、８
月
に
一
日
体
験
入
学
に
参

加
し
た
保
護
者
か
ら
は
「
入
学
し
て

か
ら
の
学
生
さ
ん
の
努
力
が
す
ご

い
」「
先
生
方
が
親
身
に
な
っ
て
学

生
と
接
し
て
く
れ
る
大
学
だ
と
い
う

こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」
な
ど
の
声

が
上
が
っ
て
い
た
。

第
３
学
年 
隣
接
医
学
に
「
精
神
医
学
」
開
講

歯
科
医
師
も
患
者
に
理
解
深
め
て

　

近
年
の
都
道
府
県
別
の
平
均
寿
命

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
長
野
県
が
首
位

の
座
を
占
め
続
け
て
い
る
。し
か
も
、

高
齢
者
の
就
業
率
の
高
さ
が
示
す
よ

う
に
「
健
康
長
寿
」
で
も
あ
る
。
な

ぜ
信
州
人
は
元
気
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

か
つ
て
は
沖
縄
県
が「
長
寿
王
国
」

を
誇
っ
て
い
た
。
温
暖
な
気
候
と
豊

富
な
海
産
物
に
恵
ま
れ
た
土
地
な
の

で
、
だ
れ
で
も
そ
れ
が
当
然
だ
と
考

え
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
沖
縄
県
の
男
性

は
２
０
０
０
年
に
は
26
位
に

転
落
し
、
替
わ
っ
て
長
野
県

が
躍
進
し
て
、
10
年
後
に
は

つ
い
に
１
位
と
な
っ
た
。　

当
時
「
二
六
シ
ョ
ッ
ク
」
と

騒
が
れ
た
こ
の
出
来
事
に
驚

い
た
人
は
少
な
く
な
い
。

　

長
野
県
は
寒
い
山
国
で
、

冬
は
積
雪
も
多
い
。
食
物
も

そ
れ
ほ
ど
豊
富
で
は
な
く
、

味
噌
や
し
ょ
っ
ぱ
い
漬
物
が

好
ま
れ
て
い
る
。

　

寒
冷
で
雪
が
積
も
る
山
の

多
い
土
地
と
い
う
と
、青
森
、

岩
手
、秋
田
な
ど
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
県
は
い
ず
れ
も
平
均
寿
命

ラ
ン
キ
ン
グ
の
ワ
ー
ス
ト
・
グ
ル
ー

プ
だ
。
長
野
県
に
は
「
海
が
な
い
」

と
い
う
悪
条
件
も
重
な
る
。

　
「
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
？
」　

こ
れ
は

筆
者
が
全
国
各
地
で
健
康
長
寿
の
講

演
を
し
た
後
で
必
ず
出
る
質
問
で
あ

る
。「
信
州
人
は
ム
シ
（
イ
ナ
ゴ
、

ハ
チ
の
子
、
ザ
ザ
ム
シ
、
カ
イ
コ
の

蛹
な
ど
）
を
食
べ
る
か
ら
」
と
考
え

た
学
者
も
い
た
よ
う
だ
が
、
筆
者
は

「
カ
ギ
は
地
域
保
健
の
充
実
に
あ
る
」

と
答
え
て
い
る
。

　

１
９
４
５
年
（
敗
戦
の
年
）
に
東

大
か
ら
佐
久
病
院
に
赴
任
さ
れ
た
若

月
俊
一
先
生
（
故
人
）
が
、
戦
後
の

混
乱
期
の
中
で
の
信
州
の
農
村
の
衛

生
環
境
の
悪
さ
に
心
を
痛
め
ら
れ

て
、
保
健
婦
さ
ん
た
ち
と
村
々
を
ま

わ
っ
て
生
活
改
善
運
動
を
始
め
ら
れ

た
の
が
、「
健
康
長
寿
」
に
繋
が
っ

て
い
く
地
域
活
動
そ
も
そ
も
の
出
発

点
で
あ
っ
た
。

　

先
生
の
「
医
者
は
病
院
の
中
だ
け

で
は
な
く
、
人
び
と
の
生
活
の
場
に

も
出
向
い
て
病
気
と
闘
い
、
病
気
の

発
生
そ
の
も
の
を
も
抑
え
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
予
防
は
治
療
に
勝

る
」
と
い
う
考
え
方
に
共
鳴
し
て
、

多
く
の
医
療
者
が
積
極
的
に
地
域
活

動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
浅
間
総
合

病
院
の
吉
澤
国
雄
先
生
、「
が
ん
ば

ら
な
い
」
で
有
名
な
諏
訪
中
央
病
院

の
鎌
田 

實
先
生
な
ど
に
よ
っ
て
、

減
塩
運
動
を
始
め
と
す
る
食
事
の
改

善
（「
減
ら
そ
う
塩
分
、
増
や
そ
う

野
菜
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
野

菜
消
費
量
は
全
国
ト
ッ
プ

に
な
っ
た
）
や
寒
い
信
州
の

冬
を
暖
か
く
過
ご
す
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
（「
一

部
屋
暖
房
運
動
」
な
ど
）

な
ど
が
全
県
的
に
広
が
っ

て
い
っ
た
。「
地
域
ぐ
る
み

の
健
康
づ
く
り
」
の
概
念

が
定
着
し
、
実
践
さ
れ
て
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き

た
の
で
あ
り
、「
長
寿
日
本

一
」
は
多
く
の
人
た
ち
の
そ

う
し
た
努
力
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
達
成
で
き
た
も

の
に
違
い
な
い
。

　

少
し
個
人
的
な
余
談
を
す
る
な
ら

ば
、
筆
者
は
若
い
こ
ろ
か
ら
若
月
先

生
の
ヴ
・
ナ
ロ
ー
ド(

人
民
の
な
か

へ
、
人
民
と
と
も
に)

と
い
う
思
想

に
魅
せ
ら
れ
て
、
何
度
か
佐
久
病
院

を
訪
れ
「
こ
こ
は
サ
ケ
病
院
だ
か
ら

飲
め
」
と
先
生
に
お
酒
を
注
が
れ
た

こ
と
も
あ
る
。
筆
者
が
本
学
小
児
歯

科
に
着
任
し
た
当
時
、
ま
だ
「
ム
シ

歯
の
洪
水
」の
最
中
に
あ
っ
た
の
で
、

大
学
病
院
で
の
治
療
と
並
行
し
て
、

塩
尻
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
を
巡

回
す
る
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
地
域
に
出

て
ム
シ
歯
予
防
活
動
を
展
開
し
た
の

も
、
今
に
し
て
思
え
ば
、
先
生
の
影

響
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

信州は「長寿の里」

　

本
学
で
は
隣
接
医
学
と
し
て
眼
科

学
、
皮
膚
科
学
お
よ
び
耳
鼻
い
ん
こ

う
科
学
が
開
講
さ
れ
て
い
た
が
、
本

年
度
よ
り
新
た
に
精
神
医
学
の
講

義
が
始
め
ら
れ
た
。
最
近
の
調
査
に

よ
れ
ば
外
来
・
入
院
合
わ
せ
て
年
間

４
２
０
万
人
が
罹
患
し
て
お
り
、
単

純
に
計
算
す
れ
ば
国
民
の
30
人
に
１

人
と
な
る
。
神
経
疾
患
の
患
者
さ
ん

が
ご
く
身
近
に
い
る
こ
と
に
な
り
、

か
な
り
の
頻
度
で
歯
科
診
療
の
現
場

で
も
お
目
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
歯
科
医
も
精
神
疾
患

に
つ
い
て
一
定
程
度
の
理
解
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

精
神
疾
患
は
、
脳
の
働
き
の
変
化

に
よ
っ
て
、
感
情
や
行
動
な
ど
に
著

し
い
か
た
よ
り
が
見
ら
れ
る
状
態

で
、
気
分
の
落
ち
込
み
や
幻
覚
・
妄

想
、
さ
ら
に
は
思
考
形
式
の
障
害
な

ど
心
身
に
様
々
な
症
状
が
出
る
疾
患

で
あ
る
。
と
り
わ
け
社
会
の
複
雑
化

に
伴
っ
て
、
う
つ
病
や
不
安
神
経
症

な
ど
の
患
者
が
増
加
し
て
お
り
、
一

方
で
高
齢
化
に
伴
い
認
知
症
も
著

し
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
後

益
々
診
療
現
場
で
見
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

精
神
疾
患
で
は
患
者
本
人
も
そ
う

で
あ
る
が
、
訴
え
る
症
状
が
理
解
で

き
ず
、
診
療
に
当
た
る
歯
科
医
師
が

戸
惑
う
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
４
コ

マ
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
る

が
、
よ
く
見
ら
れ
る
疾
患
の
特
徴
的

症
状
を
解
説
し
、
患
者
に
対
応
で
き

る
よ
う
講
義
を
進
め
る
。

（
特
任
教
授　

石
川
紘
一
）精神医学を講義する筆者

　

私
は
こ
の
連
載
で 

「
自
由
研
究
を

し
て
み
る
と
、
新
た
な
発
見
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
身
近
な
も
の
や
普
段
慣
れ
親

し
ん
だ
も
の
で
も
、
改
め
て
向
き
合

っ
て
み
る
と
新
た
な
発
見
や
ア
イ
デ

ア
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
意
味
で
書
い
た
の
だ

が
、
言
い
出
し
た
本
人
が
や
ら
な
い

の
は
よ
く
な
い
。

　

私
に
と
っ
て
身
近
な
モ
ノ
と
い
え

ば
「
た
ば
こ
」
で
あ
る
。
最
近
に
な

っ
て
両
切
り
の
“
第
三
勢
力
”
と
も

い
う
べ
き
た
ば
こ
が
出
て
き
た
。
た

ば
こ
屋
な
ど
の
専
門
店
で
手
に
入
る

「HERO

」
と
い
う
た
ば
こ
だ
。

　

こ
の
た
ば
こ
、
と
に
か
く
長
い
。

通
常
の
た
ば
こ
が
７
～
８
セ
ン
チ
な

の
に
比
べ
、
こ
のHERO

は
な
ん

と
全
長
17
・
４
セ
ン
チ
も
あ
る
。
な

ぜ
こ
ん
な
に
長
く
す
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
調
べ
て
み
る
と
、
た
ば
こ
税
は

「
使
っ
て
い
る
た
ば
こ
葉
の
量
」
で

は
な
く
、「
包
装
さ
れ
た
た
ば
こ
の

本
数
」
に
か
か
る
た
め
、
長
い
１
本

の
た
ば
こ
を
作
れ
ば
そ
れ
だ
け
税
金

が
抑
え
ら
れ
、
安
価
に
提
供
で
き
る

と
い
う
の
が
真
相
の
よ
う
だ
。

　

一
度
、
海
外
の
大
使
の
前
で
こ
の

た
ば
こ
に
そ
の
ま
ま
火
を
つ
け
た
と

き
は
、「
ミ
ス
タ
ー
イ
イ
ジ
マ
、
そ

れ
は
い
っ
た
い
何
だ
。
日
本
に
は
そ

ん
な
ク
レ
イ
ジ
ー
な
も
の
を
売
っ
て

い
る
の
か
」
と
興
味
津
々
で
、「
ぜ

ひ
こ
ち
ら
の
国
へ
送
っ
て
く
れ
」
と

ま
で
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
か

ら
大
使
と
親
密
な
付
き
合
い
が
始
ま

っ
た
。

　

正
面
か
ら
税
制
に
向
き
合
い
、
そ

の
盲
点
を
つ
い
て
顧
客
の
た
め
に
安

く
た
ば
こ
を
提
供
す
る
方
法
を
編
み

出
し
た
販
売
元
か
ら
、
私
は
大
き
な

刺
激
を
も
ら
っ
た
。

　

最
近
で
は
、 「
加
熱
式
た
ば
こ
」

と
い
う
新
ジ
ャ
ン
ル
の
た
ば
こ
が
市

場
に
登
場
し
、市
民
権
を
得
て
い
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
自
由
研
究
で
あ

る
。
い
い
機
会
な
の
で
、
加
熱
式
た

ば
こ
を
い
ろ
い
ろ
買
っ
て
試
し
て
み

た
。
加
熱
式
た
ば
こ
は
、
基
本
的
に

は
た
ば
こ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
加
熱
用

デ
バ
イ
ス
に
挿
入
し
て
吸
う
の
が
基

本
だ
。
い
わ
ば
加
熱
用
デ
バ
イ
ス
は

専
用
の
ラ
イ
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
だ

と
い
っ
て
い
い
。

　

ま
ず
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
社

の
「IQOS IRUM

A

」
を
試
し
た
。

デ
バ
イ
ス
を
充
電
器
か
ら
出
し
、
た

ば
こ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
挿
入
す
る
と
、

ボ
タ
ン
の
操
作
な
し
で
加
熱
が
ス
タ

ー
ト
す
る
た
め
、
扱
い
や
す
く
て
い

い
。
た
だ
し
、
金
属
製
で
重
量
が
あ

る
の
で
ず
っ
と
持
っ
て
い
る
と
少
し

重
さ
が
気
に
な
る
。

　

加
熱
式
た
ば
こ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク

に
も
当
然
、
た
ば
こ
の
葉
が
詰
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
デ
バ
イ
ス
内
の
鉄

板
な
ど
で
加
熱
し
て
味
わ
う
の
だ

が
、
ど
う
し
て
も
た
ば
こ
の
葉
が
こ

ぼ
れ
て
し
ま
い
、
掃
除
に
手
間
が
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

「IRUM
A

」
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
全

体
が
紙
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
た
ば
こ

の
葉
が
散
ら
か
ら
な
い
。
確
か
に
散

ら
か
ら
な
い
の
は
い
い
が
、
い
わ
ば

た
ば
こ
に
フ
タ
が
さ
れ
て
い
る
状
態

だ
。
こ
れ
だ
と
加
熱
は
疎
か
に
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

気
に
な
っ
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
分
解

し
て
み
る
と
、
薄
い
鉄
板
の
よ
う
な

も
の
が
中
に
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
が

た
ば
こ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
内
部
か
ら
加

熱
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ

と
わ
か
っ
た
。
普
通
な
ら
「
デ
バ
イ

ス
で
ど
う
ゴ
ミ
が
出
な
い
よ
う
加
熱

す
る
の
か
」
と
考
え
る
と
こ
ろ
を
、

た
ば
こ
葉
の
ほ
う
に
金
属
片
を
仕
込

ん
で
ス
テ
ィ
ッ
ク
側
に
加
熱
の
役
割

を
持
た
せ
て
ゴ
ミ
の
心
配
を
軽
減
さ

せ
る
と
は
、
す
ご
い
ア
イ
デ
ア
だ
。

　
Ｊ
Ｔ
社
か
ら
定
価
３
９
８
０
円
で

販
売
さ
れ
て
い
る「Ploom

 X

」は
、

流
線
型
で
近
未
来
的
な
デ
ザ
イ
ン
を

し
て
い
る
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で

持
ち
運
び
や
す
い
。
私
個
人
の
意
見

で
は
、
デ
バ
イ
ス
そ
の
も
の
は
「
ラ

イ
タ
ー
」
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
く
ら

い
軽
く
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　

こ
の
「Ploom

 X

」
は
、
ス
テ
ィ

ッ
ク
の
内
側
を
加
熱
す
る
「IQOS

」

と
は
違
い
、
外
側
か
ら
た
ば
こ
を
加

熱
す
る
仕
組
み
で
、
加
熱
技
術
に
こ

だ
わ
り
が
あ
る
と
い
う
。
使
う
前
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
と
使
っ
た
あ
と
の
ス
テ

ィ
ッ
ク
を
見
比
べ
て
み
る
と
使
う
前

の
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
丸
い
形
な
の
に
対

し
、
使
っ
た
あ
と
の
ス
テ
ィ
ッ
ク

先
端
は
四
角
く
な
っ
て
い
た
。 

デ

バ
イ
ス
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
挿
入
す
る

と
、
四
角
く
変
形
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
空
気
の
通
り
を
よ
く
し
、
加
熱
し

や
す
く
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

技
術
的
な
話
は
抜
き
に
し
て
も
、

私
は
こ
の
「Ploom

 X

」
の
味
が
い

ち
ば
ん
好
み
だ
っ
た
。
吸
っ
た
感
覚

が
今
ま
で
の
た
ば
こ
に
最
も
近
く
、

違
和
感
が
な
い
。
こ
れ
を
持
っ
て
い

る
だ
け
で
吸
え
る
場
が
広
が
る
の
だ

か
ら
、
機
械
を
敬
遠
せ
ず
持
ち
歩
い

て
み
よ
う
と
思
う
。

　

夏
の
自
由
研
究
と
称
し
て
、
短
期

間
に
さ
ま
ざ
ま
な
た
ば
こ
に
挑
戦
し

て
み
た
が
、
各
メ
ー
カ
ー
が
工
夫
を

こ
ら
し
て
い
て
、
興
味
深
い
。
た
ば

こ
に
も
多
様
性
の
時
代
が
訪
れ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

愛
煙
家
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
数

年
は
た
ば
こ
弾
圧
の
動
き
に
耐
え
る

ば
か
り
だ
っ
た
が
、 

技
術
革
新
と
い

う
攻
め
の
姿
勢
に
よ
っ
て
、
未
来
に

光
が
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

加熱式たばこ専用エリア

一日体験入学で話す植野研修歯科医
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歯科放射線科
最新超音波装置

病院だより vol.44
　

近
年
の
口
腔
顎
顔
面
領
域
に
お
け

る
画
像
診
断
装
置
の
進
化
は
目
覚
ま

し
い
。

　

以
前
は
１
列
Ｃ
Ｔ
が
標
準
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
高
速
多
列
（
16
～

３
２
０
列
）
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
が
普
及

し
て
い
る
。
ま
た
、
０
・
５
テ
ス
ラ

以
下
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
が
口
腔
顎
顔
面

領
域
で
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
１
・５
～
３
・０
テ
ス
ラ
以
下
の
Ｍ

Ｒ
Ｉ
装
置
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
や
Ｐ

Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
等
の
画
像
検
査
も
口
腔

顎
顔
面
領
域
の
画
像
診
断
で
普
及
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
歯
科
放
射
線

科
医
が
扱
う
画
像
診
断
機
器
は
、
急

速
に
進
化
し
て
い
る
。

　

一
方
で
Ｃ
Ｔ
が
高
速
・
多
列
化
す

る
に
従
っ
て
、
被
ば
く
線
量
が
問
題

と
な
っ
て
き
た
。
一
般
の
歯
科
医
師

が
用
い
る
歯
科
用
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ

Ｔ
も
同
様
で
あ
る
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
は
被
ば
く
の
知

識
に
乏
し
い
た
め
、
厚
生
労
働
省

は
「
診
療
用
放

射
線
に
係
る
安

全
管
理
の
た
め

の
体
制
の
確
保

に
係
る
措
置
」

を
規
定
し
て
、

２
０
２
０
年
よ

り
実
施
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
被
ば

く
の
問
題
は
な

い
が
、
高
磁
場

の
磁
石
で
あ
る

た
め
、
撮
影
で

き
る
患
者
の
制
限
が
あ
る
。
ま
た
、

酸
素
ボ
ン
ベ
が
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
吸
い
込
ま

れ
て
、
患
者
が
死
亡
す
る
と
い
っ
た

医
療
事
故
も
多
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
胎
児
の
検
査
等

に
用
い
ら
れ
る
超
音
波
検
査（
Ｕ
Ｓ
）

は
被
ば
く
や
侵
襲
も
な
い
た
め
、
古

く
か
ら
口
腔
顎
顔
面
領
域
の
診
断
に

用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

Ｕ
Ｓ
は
超
音
波
の
反
射
・
透
過
を

画
像
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
病
変
の

形
態
や
内
部
性
状
を
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ

Ｉ
よ
り
も
高
解
像
度
で
評
価
で
き

る
。
当
初
か
ら
ド
プ
ラ
現
象
を
利
用

し
た
カ
ラ
ー
ド
プ
ラ
で
血
流
を
評
価

で
き
た
が
、
そ
の
後
、
微
細
な
血
流

信
号
強
度
を
評
価
で
き
る
パ
ワ
ー
ド

プ
ラ
が
装
備
さ
れ
た
。

　

当
科
に
本
年
度
、
Ｕ
Ｓ
装
置
Ｌ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
Ｑ 
ｐ
10
（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
社
製
）が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
装
置
は
病
変
の
硬
さ
を
評
価
で

き
るElastography
も
搭
載
さ
れ

て
お
り
、
病
変
の
み
で
な
く
、
顎
関

節
症
患
者
等
の
咀
嚼
筋
の
状
態
も
経

時
的
に
評
価
で
き
る
優
れ
た
特
性
を

持
つ
装
置
で
あ
る
。

　

Ｕ
Ｓ
装
置
は
端
子
（
プ
ロ
ー
ブ
）

を
皮
膚
、
あ
る
い
は
粘
膜
表
面
に

あ
て
て
検
査
す
る
が
、
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

Ｑ  

ｐ
10
で
は
、
口
腔
内
全
体
を
評

価
で
き
る
最
小
端
子
が
装
備
さ
れ
て

お
り
、こ
れ
ま
で
は
不
可
能
だ
っ
た
、

口
腔
内
全
域
の
良
性
お
よ
び
悪
性
病

変
を
直
接
評
価
可
能
と
な
っ
た
。
解

像
度
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
よ
り
も
遥

か
に
高
い
た
め
、
小
唾
液
腺
ま
で
も

評
価
可
能
で
あ
り
、
ま
た
骨
欠
損
が

わ
ず
か
に
あ
れ
ば
骨
内
の
観
察
も
で

き
る
。

　

１
㎝
以
上
の
頸
部
転
移
リ
ン
パ
節

し
か
評
価
で
き
な
い
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ

に
対
し
て
、
超
音
波
検
査
で
は
３
㎜

前
後
か
ら
評
価
可
能
で
あ
る
。
顎
関

節
円
板
外
側
転
位
も
評
価
で
き
る
の

で
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が
必
要
な
患
者
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
使
用
可
能
で
あ

る
。
コ
ン
パ
ク
ト
化
・
高
画
質
化
に

よ
り
、
従
来
不
可
能
で
あ
っ
た
検
査

が
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｑ　
ｐ
10
で
は
可
能
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
歯
科
放
射
線
学
講
座　

教
授　

田
口 

明
）

新型超音波装置で診察する田口教授

口腔内を評価できる最小端子

　

２
０
２
２
年
度
の
長
野
県
小
児
保
健
研
究
会
が
９
月
10
日
（
土
）、
本
学
図
書

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
一
般
発
表
と
総
会
後
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
を
考

え
る
!
」
の
テ
ー
マ
で
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
小
児
保
健
の
場
で

重
要
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
の
現
状
と
課
題
、
支
援
の
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

特
別
講
演
で
は
、
立
正
大
学
社
会

福
祉
学
部
教
授
の
森
田
久
美
子
先
生

に
「
求
め
ら
れ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
講
演
で
は
、
病
気
や

障
害
の
あ
る
家
族
の
世
話
を
す
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も

を
支
援
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
２
１
年
４

月
に
改
正
さ
れ
た
「
子
供
・
若
者
育

成
支
援
推
進
大
綱
」
で
は
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
「
一
般
に
、
本
来
大
人

が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
家
事
や

家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
担
っ

て
い
る
児
童
」
で
あ
り
、「
困
難
を

有
す
る
子
供
・
若
者
と
そ
の
家
族
」

に
位
置
づ
け
て
、
国
と
し
て
対
応
す

る
方
針
を
掲
げ
た
。
厚
生
労
働
省
は

支
援
策
を
と
り
ま
と
め
、
長
野
県
の

自
治
体
に
お
い
て
は
先
駆
的
な
支
援

の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ

の
社
会
的
対
応
の
必
要
性
が
議
論
さ

れ
る
社
会
的
背
景
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
実
態
等
を
注
視
し
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
支

え
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域

に
い
る
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
問
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
長
野
県
教
育
委
員
会

事
務
局
南
信
教
育
事
務
所
学
校
教
育

課
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

で
社
会
福
祉
士
の
弓
田
香
織
先
生

が
、「
知
っ
て
お
き
た
い
身
近
な
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
～
長
野
県
Ｓ
Ｓ
Ｗ
か

ら
の
報
告
～
」
と
題
し
て
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
２
０
２
１
年
秋
に
県
教

育
委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
調
査
か
ら
、
本
県
に
も

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
多
数
存
在
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
地
域
ご
と
に
特

徴
を
捉
え
た
対
策
が
必
要
な
こ
と
を

示
唆
す
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
調
査
結
果
及
び
Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
し
て

出
会
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
そ
の
家

族
の
状
況
、
そ
し
て
自
ら
が
生
育
の

中
で
感
じ
て
き
た
こ
と
に
触
れ
な
が

ら
、
各
立
場
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
で
き
る
こ
と
や
持
っ
て
お
き

た
い
視
点
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

本
学
小
児
歯
科
学
講
座
は
今
年
度

も
、
長
野
県
小
児
保
健
協
会
が
開
催

す
る
こ
ど
も
の
健
康
週
間
を
担
当
予

定
で
あ
り
、「
大
切
な
こ
ど
も
の
歯

を
守
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
10
月
３
日

（
月
）、
朝
日
村
の
あ
さ
ひ
保
育
園
で

講
演
と
歯
科
指
導
を
行
う
。

（
小
児
歯
科
学
講
座　

教
授　

大
須
賀
直
人
）

本
学
推
奨
の「
カ
ム
カ
ム
メ
ニ
ュ
ー
」

有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
の
提
供
始
ま
る

　

本
学
が
推
奨
す
る
よ
く
噛
ん
で
食

べ
る
こ
と
を
促
す
食
事
「
カ
ム
カ
ム

メ
ニ
ュ
ー
」
が
、
本
年
度
か
ら
介
護

付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム「
イ
リ
ー
ゼ
」

で
提
供
が
始
ま
り
、
入
居
者
に
好
評

を
得
て
い
る
。「
イ
リ
ー
ゼ
」
を
経

営
す
る
都
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
は
全
国
１
０
０

カ
所
以
上
で
介
護
施
設
を
展
開
し
て

お
り
、
来
年
か
ら
は
全
国
的
に
カ
ム

カ
ム
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
予
定
。

　
「
カ
ム
カ
ム
メ
ニ
ュ
ー
」
は
、
食

べ
る
こ
と
で
口
の
動
き
が
活
発
に
な

り
、
口
の
健
康
が
維
持
さ
れ
、
食
べ

て
い
る
も
の
や
栄
養
に
関
す
る
意
識

も
深
ま
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
期
待
で
き
る
食
事
で
、
本
学
総
合

歯
科
医
学
研
究
所
の
増
田
裕
次
教
授

が
中
心
と
な
っ
て
考
案
、
２
０
１
１

年
に
本
学
の
学
生
食
堂
で
初
め
て
提

供
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
増
田
教
授
や

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
の
松
尾

浩
一
郎
教
授
、
東
京
大
学
高
齢
社
会

総
合
研
究
機
構
の
飯
島
勝
矢
教
授
な

ど
で
つ
く
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
食

べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
健
康
増
進
へ

の
一
連
の
流
れ
を
ま
と
め
た
「
カ
ム

カ
ム
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
構
築
さ

れ
、
全
国
的
な
関
心
が
一
段
と
高
ま

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
に
「
イ
リ
ー
ゼ
」
が
高
い
関
心

を
寄
せ
た
。「
カ
ム
カ
ム
メ
ニ
ュ
ー
」

は
本
学
が
登
録
し
て
い
る
商
標
で
あ

り
、
す
で
に
本
学
と
は
商
標
使
用
許

諾
契
約
も
締
結
、
着
々
と
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

本
格
導
入
に
先
立
ち
試
験
的
に
提

供
が
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
埼
玉
県

入
間
市
に
あ
る
介
護
付
有
料
老
人
ホ

ー
ム
「
イ
リ
ー
ゼ
武
蔵
藤
沢
」
で
、

３
月
か
ら
毎
月
１
回
、
昼
食
と
し
て

提
供
さ
れ
て
い
る
。
メ
ニ
ュ
ー
は
増

田
教
授
ら
が
監
修
し
、
刻
み
た
く
あ

ん
を
ソ
ー
ス
に
加
え
た
「
サ
ワ
ラ
の

菜
種
焼
き
」
や
、
角
切
り
リ
ン
ゴ
に

特
徴
の
あ
る
「
か
ぼ
ち
ゃ
と
リ
ン
ゴ

の
サ
ラ
ダ
」
な
ど
、
毎
回
高
齢
者
向

け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
増
田
教
授
も
た
び
た
び
施
設

を
訪
れ
、
入
居
者
に
メ
ニ
ュ
ー
の
狙

い
や
し
っ
か
り
と
噛
む
こ
と
が
健
康

の
維
持
や
増
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を

説
明
し
、
入
居
者
の
様
子
を
調
査
し

た
り
し
て
い
る
。

　

増
田
教
授
は「
皆
さ
ん
に
好
評
で
、

健
康
や
栄
養
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

い
、
お
い
し
さ
も
感
じ
て
い
た
だ
く

機
会
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
、「
取

り
組
み
に
協
力
し
な
が
ら
、
噛
む
こ

と
が
健
康
に
つ
な
が
る
こ
と
を
し
っ

か
り
と
実
証
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　

本
学
病
院
は
、
院
内
に
「
患
者
サ

ー
ビ
ス
向
上
作
業
部
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
次
世
代
を
担
う
中
堅
医
局
員

や
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
事
務
職
員
な

ど
で
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
が
自
由
に

意
見
を
交
わ
し
て
課
題
を
乗
り
越

え
、
患
者
が
「
次
も
ま
た
来
院
し
た

く
な
る
病
院
」
を
目
指
そ
う
と
い
う

初
の
取
り
組
み
で
、
年
度
末
を
目
途

に
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
骨
子

案
づ
く
り
と
、
診
療
科
別
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
一
部
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

と
を
目
標
に
、
活
発
な
議
論
を
重
ね

て
い
る
。

　

作
業
部
会
は
、
矢
島
安
朝
病
院
長

が
、「
地
域
に
密
着
し
た
質
の
高
い

病
診
連
携
を
検
討
し
て
い
こ
う
」
と

４
月
に
発
足
さ
せ
た
地
域
医
療
連
携

委
員
会
の
下
部
組
織
の
一
つ
で
、
多

職
種
の
約
30
人
で
構
成
す
る
。
部
会

長
は
歯
科
放
射
線
科
の
杉
野
紀
幸
准

教
授
が
務
め
、
初
診
室
の
髙
谷
達
夫

講
師
と
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ

ー
の
笠
原
隼
男
講
師
、
地
域
連
携
歯

科
の
望
月
慎
恭
講
師
、
小
児
歯
科
の

森
山
敬
太
講
師
の
４
人
が
班
長
と
な

り
、
班
ご
と
に
作
業
を
分
担
、
定
期

的
に
全
体
会
議
を
開
き
調
整
し
て
い

る
。
矢
島
病
院
長
と
、
地
域
医
療
連

携
委
員
会
の
委
員
長
で
保
存
科
の
吉

成
伸
夫
教
授
、
副
委
員
長
で
歯
科
放

射
線
科
の
田
口 

明
教
授
の
３
人
は

毎
回
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

し
て
い
る
。

　

９
月
５
日
（
月
）
に
は
３
回
目
の

全
体
会
議
を
開
い
た
。
各
班
が
分
担

し
て
い
る
検
討
課
題
に
関
し
て
班
長

が
行
っ
た
発
表
を
踏
ま
え
て
意
見
を

交
わ
し
、
先
行
し
て
発
行
す
る
予
定

の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
つ
い
て
も
全
体
で
原
案
を
共
有

し
な
が
ら
話
し
合
っ
た
。

　

矢
島
病
院
長
は
「『
次
も
ま
た
来

院
し
た
く
な
る
病
院
づ
く
り
』
に
は

若
い
人
の
力
が
ど
う
し
て
も
必
要
。

社
会
が
求
め
る
患
者
サ
ー
ビ
ス
を
、

こ
れ
か
ら
病
院
を
背
負
っ
て
立
つ
若

い
人
た
ち
の
感
覚
で
考
え
、
具
体
化

す
る
と
同
時
に
、
彼
ら
自
身
の
自
信

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
げ
て

ほ
し
い
」
と
期
待
し
見
守
っ
た
。

　

部
会
長
の
杉
野
准
教
授
は
「
班
長

が
し
っ
か
り
と
検
討
し
意
見
を
ま
と

め
て
き
て
く
れ
て
い
る
。
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
具
体
化
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

〝
次
も
ま
た
来
院
し
た
く
な
る
病
院
〟
を
め
ざ
し

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
作
業
部
会
が
活
動

作業部会での会議

イリーゼ武蔵藤沢で提供されたカムカムメニュー

本年度の長野県小児保健研究会
ヤングケアラーへの支援を考える

講演後の活発な質疑応答
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大学院セミナー

２
日
㈰

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

３
日
㈪
～
11
日
㈫

登
院
試
験
（
衛
生
学
院
・
２
学
年
）

12
日
㈬

衛
生
学
院
戴
帽
式

13
日
㈭

学
校
推
薦
型
選
抜
①

指
定
校
・
公
募
制
Ⅰ
（
衛
生
学
院
）

13
日
㈭
～
24
日
㈪

　
臨
地
実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
衛
生
学
院
・
２
学
年
）

14
日
㈮

学
校
推
薦
型
選
抜
①

指
定
校
・
公
募
制
Ⅰ
（
衛
生
学
院
）

合
格
者
発
表

14
日
㈮

防
火
・
防
災
訓
練
（
歯
学
部
生
・
衛
生
学
）

26
日
㈬

大
学
院
発
表
会

29
日
㈯

総
合
型
選
抜

（Ⅰ期）
・
編
入
学
選
抜

（Ⅰ期）

留
学
生
選
抜
C

第
９
回
カ
ム
カ
ム
メ
ニ
ュ
ー

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

松
本
歯
科
大
学
は
「
よ
く
噛
ん
で

お
い
し
く
健
康
に
」を
テ
ー
マ
に“
カ

ム
カ
ム
（
噛
む
噛
む
）
メ
ニ
ュ
ー
”

の
普
及
を
推
進
し
、
第
９
回
カ
ム
カ

ム
メ
ニ
ュ
ー
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
す
。
レ
シ
ピ
を
料
理
の
写
真
と

共
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
期
間=

10
月
10
日（
月
・
祝
）

～
11
月
27
日
（
日
）

◇
応
募
方
法=

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
発
表
・
表
彰=

12
月
10
日
（
土
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先=

松
本
歯
科

大
学 

社
会
貢
献
・
地
域
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー（
庶
務
課
内
、☎
０
２
６
３
・

51
・
２
１
８
８
）

　

７
月
29
日
（
金
）
に
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
大
学
院 

医
歯
学
総
合
研

究
科
歯
周
病
学
分
野
助
教
・
大
杉
勇

人
先
生
と
、
准
教
授
・
片
桐
さ
や
か

先
生
に
よ
る
第
４
０
５
・
４
０
６
回

大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
大
杉
先
生
に
よ
る

「Bioinform
atics

解
析
で
紐
解
く

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
物
学
的
効
果
」

の
講
演
で
は
、
歯
周
組
織
の
う
ち

で
骨
組
織
に
着
目
し
、
動
物
モ
デ

ル
を
用
い
て
、
骨
切
削
に
関
し
て

Er:YAG

レ
ー
ザ
ー
照
射
と
通
常
の

回
転
切
削
器
具
に
よ
る
切
削
を
比
較

す
る
と
レ
ー
ザ
ー
の
方
が
早
い
治
癒

を
示
し
、
骨
組
織
に
お
け
る
遺
伝
子

の
網
羅
解
析
に
よ
り
、
レ
ー
ザ
ー
の

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
骨
形
成
を
抑
制
す

る
ス
ク
レ
ロ
ス
チ
ン
の
発
現
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
加

え
て
、
骨
表
面
だ
け
で
な
く
、
骨

内
面
に
も
照
射
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

培
養
初
代
細
胞
で
のosteoblast

の
石
灰
化
、
ま
た
石
灰
化
し
た

osteogenic cell

へ
の
影
響
に
関
し

て
も
評
価
し
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
メ
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
示

し
た
。

 

ま
た
、
海
外
で
よ
く
使
用
さ
れ
て

い
る
ダ
イ
オ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
、
中
で

も
コ
ー
ル
ド
レ
ー
ザ
ー
の
研
究
も
紹

介
さ
れ
、こ
の
光
照
射
そ
の
も
の
が
、

photobiom
odulation

効
果
を
持

つ
こ
と
、
非
侵
襲
的
に
歯
周
病
の
進

行
を
抑
制
で
き
る
可
能
性
を
示

さ
れ
た
。

　

大
杉
先
生
は
、
既
に
臨
床
的

に
応
用
さ
れ
て
い
る
レ
ー
ザ
ー

の
解
明
さ
れ
て
い
な
い
種
々
の

作
用
機
序
に
つ
い
て
基
礎
研
究

か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
し
、

歯
周
病
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

様
々
な
疾
患
へ
の
新
た
な
治
療

法
の
開
発
に
つ
な
が
る
研
究
を

紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
、
片
桐
先
生
に
よ
る
「
口
腔

内
細
菌
叢
破
綻
の
全
身
へ
の
影
響
」

の
講
演
は
、
ご
自
身
の
経
歴
に
重
ね

て
行
っ
て
き
た
研
究
結
果
を
紹
介
さ

れ
た
。

　

ま
ず
、
大
学
院
の
博
士
課
程
で
歯

周
病
と
糖
尿
病
に
関
す
る
臨
床
研
究

を
行
い
、
現
在
の
糖
尿
病
学
会
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、

歯
周
病
治
療
に
よ
り
２
型
糖
尿
病
患

者
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
改
善
す

る
こ
と
を
証
明
し
、
大
学
院
卒
業
後

は
、
糖
尿
病
に
関
す
る
臨
床
研
究
に

加
え
、
歯
周
病
と
妊
娠
・
出
産
に
関

す
る
臨
床
研
究
を
行
い
、
口
腔
内
か

らPorphyrom
onas gingivalis

が
検
出
さ
れ
た
妊
婦
で
は
切
迫
早
産

や
早
産
の
リ
ス
ク
が
上
昇
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
安
全
な
出

産
に
向
け
て
、
口
腔
内
を
健
康
に
保

つ
重
要
性
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
口
腔
と
全
身
の
関
わ
り
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
べ
く
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
ジ
ョ
ス
リ
ン
糖
尿
病
セ

ン
タ
ー
へ
留
学
し
、
糖
尿
病
に
お
け

る
創
傷
治
癒
遅
延
に
関
す
る
研
究
を

行
い
、
臨
床
研
究
と
基
礎
研
究
の
融

合
の
さ
せ
方
な
ど
口
腔
科
学
研
究
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の
礎
を
築
か
れ
た
。

　

現
在
は
、
口
腔
を
一
つ
の
臓
器
と

し
て
と
ら
え
、
各
世
代
別
で
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
様
々
な
代
謝
性
疾

患
に
注
目
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に

重
要
な
、
肝
臓
・
脂
肪
・
骨
格
筋
と

の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を
解
明
す
る
研
究

を
行
い
、
臓
器
別
お
よ
び
全
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
臨
床
お
よ
び
基

礎
研
究
の
両
面
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構

築
、
新
た
な
代
謝
異
常
の
予
防
戦
略

の
策
定
に
つ
な
が
る
研
究
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。

　

両
講
演
と
も
臨
床
的
、
学
術
的
な

重
要
性
は
極
め
て
高
い
も
の
で
、
新

進
気
鋭
の
お
二
人
の
研
究
者
の
ご
発

展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
講
演
後
に
は
満
員
の
創
立
30

年
記
念
棟
３
階
大
会
議
室
（
常
念
岳

の
間
）
で
活
発
な
質
問
、
討
論
が
行

わ
れ
た
。

（
歯
科
保
存
学
講
座　

教
授　

吉
成
伸
夫
）

川原一郎教授が大会長
信州公衆衛生学会総会を
本学でハイブリッド開催

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

総 合 型 選 抜（Ⅰ期）
試 験 日　10 月29 日㈯

出願期間　10 月11 日㈫ ～ 10 月26日㈬

一 日 体 験 入 学
① 10月2日㈰　② 11月6日㈰

※10・11月開催分のみ掲載

開催時間 9：30 ～ 15：00（受付 9：15 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習　●入試説明・進学相談　など

※参加希望の方は、本学ホームページまたは下記まで
　ご連絡ください。

■お問い合わせ■

〔
兼
務
〕 

４
月
１
日
付

　

相
馬　

啓
子 

（
松
本
歯
科
大
学
二
條
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
兼
務
）

〔
採
用
〕 

９
月
１
日
付

　

丸
山　

敏
康 

（
法
人
（
Ｉ
Ｔ
室
）
事
務
員
（
契
約
職
員
））

　

上
條　

紀
子 

（
事
務
局
学
事
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

　

鶴
田
あ
ゆ
み 

（
事
務
局
学
事
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

 

９
月
5
日
付

　

保
科　

加
代 

（
事
務
局
学
事
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

東
京
医
科
歯
科
大
学 

助
教
　
大
杉
勇
人
先
生

「B
ioinform

atics

解
析
で
紐
解
く

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
物
学
的
効
果
」

東
京
医
科
歯
科
大
学 

准
教
授
　
片
桐
さ
や
か
先
生

「
口
腔
内
細
菌
叢
破
綻
の
全
身
へ
の
影
響
」

講義する片桐先生

川原大会長から感謝状を受け取る百瀬医師（左）

自
ら
の
能
力
の
向
上
を
は
か
れ

大
学
院
秋
季
入
学
生
３
人
が
学
位
取
得

お
知
ら
せ

日
本
補
綴
歯
科
学
会
東
海
支
部
学
術

大
会
を
10
月
22
・
23 

日
に
開
催

　

本
学
を
主
会
場
に
し
て
完
全
Ｗ
ｅ

ｂ
方
式
で
開
催
さ
れ
る
。
大
会
長
は

歯
科
補
綴
学
講
座
の
樋
口
大
輔
教

授
、実
行
委
員
長
は
冨
士
岳
志
講
師
、

準
備
委
員
長
は
吉
田
裕
哉
講
師
が
務

め
る
。
生
涯
学
習
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
地
域
連
携
歯
科
学
講
座
の
蓜
島

弘
之
教
授
ら
が
「
歯
科
訪
問
診
療
に

お
け
る
補
綴
歯
科
診
療
か
ら
摂
食
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
」
と

題
し
て
講
演
を
予
定
し
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

学位記を取得した3人

　

第
16
回
信
州
公
衆
衛
生
学
会
総
会

が
８
月
27
日
（
土
）、
本
学
図
書
館

２
階
学
生
ホ
ー
ル
を
拠
点
会
場
に
、

発
表
者
と
一
部
関
係
者
以
外
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
各
地
か
ら
参

加
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
か

れ
た
。
松
本
歯
科
大
学
病
院
の
川
原

一
郎
教
授
が
大
会
長
を
務
め
、「
つ

く
る
健
康　

ま
も
る
社
会
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
参
加
者
か
ら
17
演
題
の
研

究
成
果
や
実
践
例
が
発
表
さ
れ
た
。

　

県
内
で
公
衆
衛
生
や
生
活
習
慣

病
、
保
健
行
動
、
感
染
症
、
口
腔
保

健
に
関
わ
る
研
究
者
や
医
療
関
係

者
、
行
政
担
当
者
な
ど
が
多
数
参
加

し
た
。
川
原
教
授
は
こ
の
中
で
、「
歯

科
健
診
か
ら
み
え
る
生
活
習
慣
病
」

と
題
し
て
大
会
長
講
演
を
行
っ
た
。

川
原
教
授
は
、
厚
生
労
働
省
の
歯
科

疾
患
実
態
調
査
の
結
果
や
健
診
制
度

な
ど
を
解
説
し
た
上
で
「
歯
科
健
診

は
生
活
習
慣
改
善
の
動
機
づ
け
に
も

な
る
」
と
し
た
。
一
方
で
二
次
予
防

（
早
期
発
見
、
早
期
治
療
）
を
目
的

と
す
る
現
行
の
一
般
健
診
の
任
意
性

の
高
さ
な
ど
を
例
に
挙
げ
て
「
一
次

予
防
（
健
康
増
進
）
の
推
進
が
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
な

ど
と
語
っ
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
塩
尻
市
広
丘
野

村
の
広
仁
堂
医
院
院
長
・
百
瀬
篤
医

師
が
「
行
政
管
理
栄
養
士
に
よ
る
国

保
特
定
健
診
後
の
重
症
化
予
防
へ
の

支
援　

～
指
導
か
ら
支
援
へ　

中
年

独
身
男
性
症
例
を
中
心
に
～
」
と
題

し
、
自
身
が
市
内
の
多
職
種
と
連
携

し
て
試
験
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
患

者
の
重
症
化
予
防
支
援
事
業
に
つ
い

て
発
表
し
た
。
百
瀬
医
師
は
、
２
０

２
０
年
か
ら
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
に
一
本
化
さ
れ
た
市
の
国
民
健
康

保
険
の
特
定
健
診
を
受
診
者
の
中
か

ら
市
が
選
ん
だ
り
、
百
瀬
医
師
の
診

療
所
で
治
療
中
で
も
あ
る
特
定
健
診

受
診
者
の
中
か
ら
選
ん
だ
り
し
た
糖

尿
病
患
者
ら
13
人
を
対
象
に
、
市
管

理
栄
養
士
の
無
料
栄
養
指
導
を
端
緒

に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
専

門
職
に
よ
る
総
合
的
な
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
市
管
理
栄
養
士
が
患

者
の
生
活
状
況
や
精
神
状
態
な
ど
き

め
細
か
な
情
報
を
把
握
し
た
こ
と
で

関
係
者
が
速
や
か
に
連
携
、
有
効
な

対
応
に
つ
な
げ
ら
れ
た
事
例
な
ど
を

紹
介
し
た
。「
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
な
い
方
に
と
っ
て
こ
の
事
業

は
、
医
療
だ
け
で
な
く
、
生
活
・
精

神
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
な
り
う
る
。
特

定
健
診
が
最
も
必
要
な
人
へ
の
受
診

の
動
機
付
け
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
述
べ
、
参
加
者
の
注
目
を
集

め
て
い
た
。

　

９
月
12
日
（
月
）、
大
学
院
秋
季

入
学
生
の
三
君
が
、
め
で
た
く
年

限
内
の
学
位
（
博
士
（
歯
学
））
取

得
を
果
た
し
、
学
位
授
与
に
臨
ん

だ
。
何カ 

治チ
ホ
ウ鋒
君
、
松
井
龍
一
君
、

馬マ
ア 
向シ

ャ
ン
タ
オ涛
君
で
あ
る
。
論
文
の
タ
イ

ト
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
マ
ク
ロ
フ
ァ

ー
ジ
はLepR

陽
性
細
胞
を
活
性
化

し
骨
再
生
を
促
進
す
る
」、「
間
葉
系

幹
細
胞
の
骨
芽
細
胞
分
化
に
お
け
る

細
胞
老
化
の
影
響
」、「
機
能
的
身
体

独
立
性
と
の
関
連
に
お
け
る
八
十
歳

代
お
よ
び
百
歳
以
上
の
ヒ
ト
口
腔
お

よ
び
腸
内
細
菌
叢
の
比
較
」で
あ
る
。

　

若
き
博
士
ら
に
は
高
度
歯
科
医
療

実
践
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
研
究
者

と
し
て
、
存
分
に
力
を
発
揮
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
与

え
ら
れ
た
場
で
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ

た
知
識
や
技
能
を
拡
張
し
発
展
さ

せ
、
自
ら
の
能
力
の
向
上
を
は
か
る

と
と
も
に
先
達
を
乗
り
越
え
、
社
会

に
寄
与
し
、
友
と
共
に
誇
り
あ
る
未

来
を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
必
要
と
あ
ら
ば
何
時
な

り
と
も
助
力
が
で
き
る
立
場
で
あ
る

よ
う
努
力
す
る
の
が
母
校
の
役
目
と

肝
に
銘
じ
て
い
る
。

　

さ
て
、
三
君
の
今
後
は
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
研
究
の
継
続
か
、
働
く
場
を
求

め
る
の
か
、
あ
る
い
は
人
生
を
考
え

る
時
間
を
と
り
た
い
の
か
。
某
君
に

は
、優
先
事
項
が「
結
婚
」と
も
聞
く
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
若
さ
」
と
い
う

財
産
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
、
関

心
を
も
っ
て
見
守
り
た
い
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!

　

な
お
、
大
学
院
入
学
者
選
抜
試
験

は
左
記
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

Ⅰ
期=

11
月
２
日
（
水
）

Ⅱ
期=

２
０
２
３
年
３
月
１
日（
水
）

（
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
長

総
合
歯
科
医
学
研
究
所
長　

平
岡 

行
博
）


